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利用するにあたって

• TAはタブレットPCやスマートフォンで利用を
推奨します(講義室を移動しやすくするため)

• また利用する携帯端末でWi-Fiを利用できる
ようにしておくことを勧めます



今後のバージョンで実装予定の機能

• TAへのヘルプコール割り当て機能

（講義室のマップ、TAの人数などから最適化）

• 講義室の席の更新

• 講義室データのエクスポート、インポート

• 講義室データの複数保存



講義ページへのアクセスとログイン

①TASkitの講義ページのURLは以下のとおりです。

九州工業大学の講義では現在サーバ名は
「taskit.mk.ces.kyutech.ac.jp」のため、

です。講義別カテゴリは教員(もしくは管理者)に
聞いてください。

http://サーバ名/講義別カテゴリ/

http://taskit.mk.ces.kyutech.ac.jp/講義別カテゴリ/



講義ページへのアクセスとログイン

②TASkit利用ページのURLにアクセスすると以下
のようなページに移ります。

③IDとPasswordを入力。

（事前配布されたもの）

④ログインボタンを押す。



自分のパスワードを変更する

でユーザ情報編集できます。

新しいパスワードを入力し、
変更ボタンを押す



講義室を作成する

で教師用メニューに移ります。



講義室を作成する

「講義室作成」で講義室作成画面に移ります。



講義室を作成する

講義室の幅と高さを指定し、「テーブル生成」
を押します。



講義室を作成する

生成されたテーブルのボタンを押すと、そこが
学生が座れる「席」となります。

ボタンを押す



講義室を作成する

最後に「マップを登録」ボタンを押して講義室を
新しく作成完了です。



講義室を作成する

確認するには適当な学生の成績を管理する
ページに移り、マップ表示ボタンを押します。

学生を選択

マップ表示ボタンを押す



講義室の席情報を編集する

で教師用メニューに移ります。



講義室の席情報を編集する

「着席情報編集」で席情報編集画面に移ります。



講義室の席情報を編集する

編集したいユーザ(学生)のIDを選択します。

講義室が表示されます。



講義室の席情報を編集する
• 「空」は空席を示している

クリックすることで選択ユーザに席を与
えることができます。

• 「満」は他ユーザ使用中

クリックすることでどのユーザが使って
いるか知ることができる。

• 「☆」は選択ユーザが使用中

クリックすることで選択ユーザから席を
解放します。

• 「ー」は席ではないことを示している
クリックできません。



講義室の席情報を編集する

全ての席を解放したい場合には「全ての着席情
報の初期化」を押します。



講義データを追加・編集する

で教師用メニューに移ります。



講義データを追加・編集する

「講義データ編集」で講義データ編集画面に移ります。



講義データを追加・編集する

講義データを編集できます。

講義の
追加

講義の
削除

講義の
日付

講義の
タイトル

講義の
説明



課題データを追加・編集する

で教師用メニューに移ります。



課題データを追加・編集する

「課題データ編集」で課題データ編集画面に移ります。



課題データを追加・編集する
課題データを編集できます。

課題を出題する講義 課題の
タイトル

課題の
説明

課題の
得点

講義の
追加 期限の

編集
課題の
削除



ユーザを追加・編集する

で教師用メニューに移ります。



ユーザを追加・編集する

「ユーザ編集」で課題データ編集画面に移ります



ユーザを追加・編集する
既存のユーザを編集するには左ウィンドウでユーザID
を選択し、ユーザ情報を入力し、適応ボタンを押します。

パスワードを忘れた学生などの
対応もここで行えます

ユーザID

ユーザ情報



ユーザを追加・編集する

ユーザを新規作成するには「新規作成」にチェックを入
れ、ユーザ情報を入力し、適応ボタンを押します。

パスワードを忘れた学生などの
対応もここで行えます

ユーザ情報



講義別に全学生のデータを確認する

で教師用メニューに移ります。



「講義別データ確認」で講義別確認画面に移ります。

講義別に全学生のデータを確認する



講義別に全学生のデータを確認できます。

講義別に全学生のデータを確認する

講義の選択

ユーザID 出欠状況 提出物状況



全ての講義の全学生データを確認する

で教師用メニューに移ります。



「講義別データ確認」で講義別確認画面に移ります。

全ての講義の全学生データを確認する



全ての講義の全学生データを確認できます。

全ての講義の全学生データを確認する

表示範囲の
選択

第１回講義の
出欠・提出状況

第２回講義の
出欠・提出状況



CSV形式で全学生のデータをエクスポートするには「Submission 
Download」を押します。

全ての講義の全学生データを確認する



これ以下はTAが講義中に用いる機能が

ほとんどです。



学生の呼び出し(ヘルプコール)への対応

①学生からのヘルプコール確認

何人がヘルプコール
しているか確認できる。

図では3人がコール中



学生の呼び出し(ヘルプコール)への対応

② でヘルプコール一覧の表示



学生の呼び出し(ヘルプコール)への対応

③学生のヘルプコールを確認。

（上から呼び出しが早い順）

質問の場合「help:」が
表示される

課題提出希望の時、
番号が表示される



学生の呼び出し(ヘルプコール)への対応

④学生の場所を確認する。

クリックすると座席が
表示される。



学生の呼び出し(ヘルプコール)への対応

⑤呼び出し学生の行をクリックし、その学生の
成績処理画面に遷移し、処理をする。

押す



課題の提出物状況を編集する

① で提出画面に移動し、編集したい学生
のIDを選択します。

学生のIDを選択



課題の提出物状況を編集する
②図の枠内のリストボックスが課題に対応し、

選択すると「○」、「△」、「×」を入力できます。



学生の出欠状況を編集する

① で出欠の一括管理画面へ移動



選択

学生の出欠状況を編集する

②リストボックスで第何回の講義か選択



学生の出欠状況を編集する

③該当する学生の出欠状況をチェックします。

オプションボタンを
クリックして編集



講義ページからログアウトする

• でログアウトします。


